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大石ふみき

請願に対する各会派の態度 1１月市議会 ○賛成 ×反対

請 願 名 共産党 自民党 明政ク 市民ク 公明党 令和

住民投票条例の制定に関する請願
○ × × × × ○

☛投票率５０％以上の成立要件廃止を求めるもの ※

後期高齢者の医療費
○ × × × × ×

窓口負担２倍化の中止を求める請願

※明政クラブ所属の１名が賛成

市
営
住
宅
の
敷
地
の
維
持
管
理
は

市
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
べ
き

大
石
ふ
み
き
市
議
は
、

１
２
月
２
日
の
一
般
質
問

で
市
営
住
宅
の
敷
地
内
の

空
き
地
の
雑
草
が
生
い
茂

り
、
高
齢
化
し
た
自
治
会

の
会
員
で
は
除
草
す
る
の

が
大
変
な
状
況
を
会
員
の
声
を
紹
介
し
な
が
ら
指
摘

し
、
市
営
住
宅
の
敷
地
の
維
持
管
理
を
市
が
責
任
を
持

っ
て
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

質
問
後
、す
ぐ
に
除
草
が
実
施
さ
れ
る

市
の
担
当
者
は
、「
市
営
住
宅
か
ら
相
談
が
な
さ
れ

た
場
合
、
長
崎
市
と
入
居
者
に
お
い
て
協
議
を
行
い
、

雑
草
を
防
ぐ
シ
ー
ト
の
設

置
や
不
要
な
樹
木
の
伐
採

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

と
も
、
必
要
に
応
じ
て
住

宅
敷
地
内
の
環
境
改
善
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
」
と
答
弁
を
し
ま

し
た
。

質
問
後
、
す
ぐ
に
団
地
内
の
斜
面
地
の
除
草
が
行
わ

れ
ま
し
た
。(

写
真
は
雑
草
が
覆
い
茂
る
斜
面
地)

１
１
月
定
例
市
議
会
最
終
日(

１
２
月
１
０
日)

に
、
議
員
発
議
と
し
て「
核

兵
器
禁
止
条
約
の
署
名･

批
准
を
求
め
る
意
見
書
」
が
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た(

令
和
長
崎
の
４
人
が
反
対)

。

同
様
の
意
見
書
は
広
島
市
議
会
で
も
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
長
崎
市

と
連
携
し
て
国
に
提
出
し
ま
し
た
。

一
昨
年
秋
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
し

た
国
が
５
０
カ
国
を
超
え
た
こ
と
を
受
け
、
長

崎
市
議
会
は
世
界
で
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と

し
て
、
国
に
対
し
条
約
へ
の
署
名･

批
准
を
求

め
る
意
見
書
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。昨

年
１
月
２
２
日
、
条
約
が
発
効
し
ま
し
た

が
、
日
本
政
府
は
い
ま
だ
署
名･

批
准
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
改
め
て
、
同

じ
被
爆
地
・広
島
と
と
も
に
署
名･

批
准
を
政
府
に
求
め
た
も
の
で
す
。

条
約
発
効
か
ら
約
一
年
、
禁
止
条
約
に
署
名･

批
准
し
た
国
は
さ
ら
に
増

え
、
現
在
５
７
カ
国
で
す
。
今
月
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
が
開
催
さ
れ
、
３
月
に

は
禁
止
条
約
の
第
一
回
締
約
国
会
議
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

採
択
さ
れ
た
意
見
書
は
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
、
締
約
国
会
議
へ

の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
も
求
め
て
い
ま
す
。
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准
し
、
核

保
有
国
に
働
き
か
け
る
こ
と
こ
そ
被
爆
国
の
責
務
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
共
産
党
は
、
今
年
２
０
２
２
年
が
被
爆
地
の
悲
願
で
あ
る
核
兵
器
の

な
い
世
界
へ大
き
な
一
歩
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
頑
張
り
ま
す
。

長崎市ホームページより

高
齢
者
交
通
費
助
成

４
１
年
間
、一
度
も
変
わ
ら
ぬ
助
成
額
の
引
き
上
げ
を

内
田
隆
英
市
議
は
、
一
般
質
問
で
高
齢
者
交
通
費
助
成
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し

た
。高

齢
者
交
通
費
助
成
事
業
は
、
昭
和
５
５
年
に
制
定
さ
れ
、
７
０
歳
以
上
の
高
齢

者
に
年
間
５
千
円
の
交
通
費
助
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
制
定
か
ら
す
で
に

４
１
年
に
な
り
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
金
額
は
変
わ
ら
な
い
状
態
で
す
。
内
田
市
議
は
、

長
崎
市
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
で
あ
り
、
せ
め
て
、
現
在
の
時
代
に
合
っ

た
金
額
に
増
額
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

長
崎
市
は
、「
高
齢
者
サ
ロ
ン
な
ど
、
高
齢
者
の
方
が

社
会
参
加
で
き
る
よ
う
な
施
策
に
お
金
を
使
っ
て
い
る

の
で
、
増
額
は
考
え
て
い
な
い
」
と
冷
た
い
姿
勢
で
す
。

さ
ら
に
、
２
０
２
１
年
か
ら
紙
券
で
は
な
く
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、「
使
い
勝
手
が
悪
い
の
で
紙
券

の
復
活
を
」
と
の
声
を
届
け
ま
し
た
が
、「
バ
ス
内
で
の
両

替
な
ど
危
険
な
た
め
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
し
た
の
で
、
紙

券
復
活
は
で
き
な
い
」
と
の
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。
な
お
、
５
千
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を

還
付
す
る
変
換
機
を
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税

４
月
か
ら
未
就
学
児
の
均
等
割
が
半
額
に

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
高
す
ぎ
る
国
保
税
の
引
き
下
げ
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
子
ど
も
が
産
ま
れ
た
ら
一
人
３
万
４
千
円
の
税
金
が
か
け
ら
れ
る
と
、
子

ど
も
の
均
等
割
廃
止
を
求
め
、
１
１
月
議
会
で
も
改
め
て
求
め
ま
し
た
。

今
回
、
国
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
４
月
か
ら
未
就
学
児
の
均
等
割
が
５
割
減
額
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
廃
止
を
求
め
て
頑
張
り
ま
す
。

市民要望とどけ、実現迫る

お困りごとの相談は
お気軽に。
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中
止
求
め
る
請
願
不
採
択
に

県
議
会
最
終
日
、「
カ
ジ
ノ
中
止
を
求
め
る
請

願
」
が
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
堀

江
県
議
の
賛
成
討
論
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

カ
ジ
ノ
の
施
設
面
積
は
Ｉ
Ｒ
（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
）
全
体
か

ら
す
る
と
一
部
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、ど
の
国
の
Ｉ
Ｒ
も
コ
ロ
ナ
禍

の
前
は
、収
益
全
体
の
７
割
か
ら
８
割
を
カ
ジ
ノ
が
稼
ぎ
だ
し
て
い

ま
す
。そ
も
そ
も
カ
ジ
ノ
に
ホ
テ
ル
を
併
設
す
る
の
は
、客
を
２
４

時
間
ギ
ャ
ン
ブ
ル
漬
け
に
す
る
た
め
で
す
。Ｉ
Ｒ
に
家
族
連
れ
を
対

象
に
し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
娯
楽
施
設
を
つ
く
る
の
も
、親

を
施
設
内
の
カ
ジ
ノ
に
誘
い
込
み
、子
ど
も
た
ち
に
は
カ
ジ
ノ
の
存

在
に
慣
れ
さ
せ
将
来
の
客
に
す
る
た
め
で
す
。す
べ
て
が
カ
ジ
ノ
の

た
め
の
複
合
施
設
に
す
ぎ
な
い
な
い
も
の
を
、Ｉ
Ｒ
と
い
う
言
葉
で
、

何
か
特
別
の
魅
力
の
あ
る
観
光
施
設
で
あ
る
か
の
よ
う
に
幻
想
を

ふ
り
ま
き
、国
民
・県
民
の
カ
ジ
ノ
批
判
を
や
わ
ら
げ
よ
う
と
し
て

い
る
だ
け
で
す
。し
か
し
い
く
ら
言
葉
で
ご
ま
か
そ
う
と
し
て
も
、

賭
博
は
賭
博
で
す
。

長
崎
Ｉ
Ｒ
は
、経
済
波
及
効
果
３
２
０
０
億
円
、雇
用
誘
発
効
果

３
万
人
と
い
い
ま
す
が
、カ
ジ
ノ
で
雇
わ
れ
た
人
の
何
倍
も
の
人
の

人
生
が
、ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
、借
金
苦
、自
己
破
産
、離
婚
、家
庭

崩
壊
、犯
罪
な
ど
で
壊
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
す
。県
民
の

不
幸
を
前
提
と
す
る
Ｉ
Ｒ
事
業
は
、住
民
の
福
祉
の
向
上
を
目
的

と
す
る
自
治
体
が
、す
べ
き
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
が
家
族
揃
っ
て
楽
し
め
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

Ｉ
Ｒ
誘
致
に
頼
ら
な
い
長
崎
県
の
観
光
振
興
、地
域
活
性
化
を

求
め
て
、請
願
賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

中村知事は初めての知事選挙の時、市民団体からの公開質問状に「強制収用はしない」と回答

しました。しかし、知事は、土地の所有権を取得するための裁決申請を行い、一昨年９月、石木ダ

ム建設予定地である川原地区の土地や家屋を、強制収用してしまいました。

現在、川原地区の土地、家屋は国が所有者で、長崎県が管理し、今、工事がすすめられていま

すが、知事が決断すれば「行政代執行」で住民を追い出すことが可能になる状態です。

“知事こそ私たちの穏やかなくらしの妨害者” 反対住民の声届ける
川原に住む１３世帯５０数名のみなさんが「ダムはいらない。ふるさとに住み続けたいだけ」と意思

を示し、寒空のなかほぼ毎日座り込んでいます。堀江県議は、住民の次のような声を届けました。

「私たちが工事の妨害者？とんでもない。知事こそ私たちの妨害者ではないか。知事の妨害

で、穏やかな日常のくらしが送れない」「家のことをひと区切りさせて、朝８時前には座り込みの

現地へ。疲れる。毎日毎日気を張って。いつまでこんな生活を続けるのか」「８割の人が賛成し

たと言う。２割は反対している。２割の私たちは虫けらか」「俺たちは立ち退かんよ。結局、知事は

俺たちを説得できる自信がなかとさ。だから話し合いもしてくれん」

「工事を中断して話し合いを」 堀江ひとみ県議
堀江県議は「住民のみなさんが、工事を止めて話し合いをしてほしいと言っているんですから、ト

ップとしては、どんと構えて、話し合いをされたらどうか」との質問に、中村知事は「話し合いの期間

は工事を止め、それ以外は工事を進めさせて頂きたい、話し合いを拒否する考えはない」と答弁。

堀江県議は「このまま進めば、知事の決断で反対住民を追い出す行政代執行となります。そのこ

とは絶対に行ってはならない。そのためにも、工事を中断して話し合いを」と強く求めました。

堀江 今こそ、助成年齢の引き上げを
知事 「すでに各自治体で実現」と拒否

長崎県の乳幼児医療費助成の対象年齢は就

学前まで。中村県政は１２年間、対象年齢の拡大

を行っていません。県内自治体では、１４市町が

中学生まで、７市町が１８歳まで拡大しています。

「助成対象年齢を拡大する考えはないか」との

堀江県議の質問に対し、中村知事は「（県の助成

がなくても）各市町が先行して実現されているわけ

で、そこは市町にお任せして、いいんじゃないかと

考えている」と答弁しました。

堀江県議は「長崎県がせめて、中学校卒業ま

で医療費を助成してほしい。そういう知事であって

ほしい」と求めました。

「石木ダムはいらない。１００人集会」に200人余が参加
１１月２５日、石木ダム建設予定地の川棚町川原で、

「ダムは要らない１００人集会」が開かれ、県内外から２００

人を超える人々が参加しました。日本共産党からは田村

貴昭衆院議員、堀江ひとみ県議、内田隆英、大石ふみき

両市議などが参加しました。また、立憲民主党の山田勝彦、末次精一両衆院議員も参加しました。

参加者全員がメッセージを書き入れたリボンをつなぎ、「ダムはいらない」とアピールしました。

営農者追い出す中村県政

２００８年に諫早湾干拓地での営農が始まりました。干拓

農地は、長崎県農業振興公社が国から一括して買い上げ、

営農者に貸し付け、営農者は毎年リース料を納めていま

す。干拓農地に夢を持ち入植しても夢がかなわず、これまで

１３経営体が撤退。その中には多額の負債を背負われた方

も。それだけではありません。長崎県は、リース料をきちんと

納めている営農者まで裁判で追い出そうとしています。

堀江県議の「リース料をきちんと納めている営農者をなぜ

追い出そうとするのか」との質問に、農林部長は「（裁判で）

係争中の内容について具体的な答弁は控える」と答弁。

堀江県議は「長崎県の求めに応じ干拓農地に入植し、営

農開始から土作りに苦労して、リース料もきちんと払ってきた

営農者を、裁判で追い出すとは許されない。あまりに冷たい

中村県政ではありませんか。営農者が引き続き営農ができ

るように、早急な手だてを」と求めました。

１２月６日、堀江ひとみ県議は、一年に一度の一般質問をおこない、「中村県政の１２年間を県

民目線で検証したい」と、中村法道知事をただしました。


